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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月27日(2021.4.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手方向軸を画定する薬剤送達デバイス（２８００）であって、
　通行路を画定し、かつボス（２９４２Ａ、２９４２Ｂ）を含むガイド（２８４０）であ
って、前記通行路が、前記軸と同軸上にあり、前記通行路が、突起部（２９１４）を含む
行路（２８３０）を画定するプランジャロッド（２８１０）を受容するように構成されて
おり、前記ガイドが、前記ボスと前記突起部との間の相互作用に応じて、前記軸に対して
半径方向に偏向するように構成されている、ガイドと、
　前記ガイドを含み、かつ薬剤容器（２８５０）の近位部分を受容するように構成された
陥凹部（３１３９）を前記ガイドの遠位に画定する表面を備えるフィンガーフランジ（２
８８０）であって、前記陥凹部が、前記軸を横断して延在し、前記薬剤容器が、前記軸と
同軸上に配設される、フィンガーフランジと
　を備える薬剤送達デバイス。
【請求項２】
　前記行路が、
　前記プランジャロッドの円筒表面から半径方向内方に延在し、
　前記円筒表面に沿って延在する、請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記相互作用が、前記ボスと前記突起部との間の干渉であり、
　前記ガイドが、前記軸から離れて偏向するように構成されている、請求項１に記載のデ
バイス。
【請求項４】
　前記薬剤容器が、内部側壁によって拘束された孔を画定し、前記内部側壁が、前記側壁
のセグメントに沿って均一直径を画定し、
　前記プランジャロッドが、前記通行路内に配設され、前記ボスが前記行路の末端表面に
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隣接し、それにより前記プランジャロッドに対する前記ボスの動きを、前記末端表面から
離れて、かつ前記軸に平行に方向付けられた動きに制限するまで、前記孔内で遠位に変位
して、前記薬剤容器から薬剤を放出するように構成されており、
　前記セグメントが、前記ボスが前記末端表面に隣接した後に、前記薬剤のバルク液体残
余と動作中に接触する遠位部分を含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記セグメントの前記遠位部分が、前記バルク液体残余と直接接触する、請求項４に記
載のデバイス。
【請求項６】
　前記内部側壁に対して摺動可能に密封する少なくとも１つのプランジャ（２８５６）で
あって、前記プランジャロッドの遠位に配設され、前記プランジャロッドの遠位変位に応
じて遠位に摺動するように構成されている、少なくとも１つのプランジャと、
　前記薬剤容器の遠位端を密封する止め具であって、前記薬剤が、前記薬剤の放出前に、
前記薬剤容器内に前記止め具と前記少なくとも１つのプランジャとの間で密封され、前記
薬剤容器の前記遠位端が、前記薬剤容器から放出される前記薬剤の投与量を遠位に移動さ
せるように構成されたカニューレを有する針と関連付けられるように構成されている、止
め具と
　をさらに備える、請求項４に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記ボスが、前記薬剤容器の内側遠位壁との前記少なくとも１つのプランジャの遠位面
の干渉前に、前記末端表面に隣接し、前記内側遠位壁が、前記軸を横断する構成要素を有
する、請求項６に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記フィンガーフランジが、前記軸と少なくとも部分的に同軸上に前記薬剤容器を維持
するように構成されている、請求項１に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記薬剤容器の前記近位部分が、フランジリップを含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記フランジリップの区分の輪郭が、前記陥凹部を画定する前記表面の領域と相補的で
ある、請求項９に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記プランジャロッドの近位区分の円筒表面が、前記区分を包囲するノブ（２８０２）
を含み、前記ノブが、前記軸と同軸上にある、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記ノブが、前記軸周りに回転し、かつ前記軸に沿って長手方向に平行移動するように
構成されており、前記プランジャロッドが、前記ノブの動きに応じて、前記薬剤容器に対
して動くように構成されている、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１３】
　前記ノブが、前記プランジャロッドの遠位変位と関連付けられた前記軸周りの回転の方
向を示す表記を備える、請求項１２に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記プランジャロッドが、前記薬剤容器の前記近位部分が前記陥凹部によって受容され
た後に、前記通行路内に配設される、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１５】
　前記フィンガーフランジが、前記薬剤容器の前記近位部分上で一緒にスナップ留めする
ように構成された２つ以上の区分を備える、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１６】
　前記２つ以上の区分が、機械的に同一である、請求項１５に記載のデバイス。
【請求項１７】
　前記フィンガーフランジが、内部ベイ（３６８５）を画定し、
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　前記ガイドが、第１の方向に延在する支持体（３２８６ａ、３２８６ｂ、３３８６ａ、
３３８６ｃ、３６８６ａ、３６８６ｂ、３６８６ｃ、３６８６ｄ）によって前記ベイにわ
たって吊り下げられ、
　第２の方向に、前記ガイドが、前記ボスと前記突起部との間の前記相互作用に応じて偏
向する、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記第１の方向が、前記フィンガーフランジの近位面を横断し、前記フィンガーフラン
ジの前記近位面が、前記軸を横断する、請求項１７に記載のデバイス。
【請求項１９】
　前記第２の方向に、前記ベイが、前記ガイドの偏向に適応する、請求項１７に記載のデ
バイス。
【請求項２０】
　前記支持体が第１の支持体であり、前記ガイドが、前記第１の支持体および第２の支持
体によって吊り下げられる、請求項１７に記載のデバイス。
【請求項２１】
　前記ガイドが、前記ベイの近位に吊り下げられる、請求項１７に記載のデバイス。
【請求項２２】
　前記ガイドが、少なくとも部分的に前記ベイ内に吊り下げられる、請求項１７に記載の
デバイス。
【請求項２３】
　前記第１の方向が前記第２の方向を横断する、請求項１７に記載のデバイス。
【請求項２４】
　前記支持体が、前記偏向に応じて変形するように構成されている、請求項１９に記載の
デバイス。
【請求項２５】
　前記支持体の変形が、前記フィンガーフランジの応力を緩和する、請求項２４に記載の
デバイス。
【請求項２６】
　前記ガイドが、アームを含み、前記アームが、前記通行路を画定し、かつ前記ガイドが
吊り下げられる前記ガイドの端から離れて前記ボスを含む、請求項１７に記載のデバイス
。
【請求項２７】
　前記行路が第１の行路であり、前記突起部が第１の突起部であり、
　前記プランジャロッドが、前記第１の行路に平行に配設され、かつ第２の突起部を含む
第２の行路をさらに画定し、
　前記ボスが、前記第１の行路で前記プランジャロッドに係合する第１のボスであり、
　前記ガイドが、第２のボスをさらに含み、前記第２のボスが、前記第２の行路で前記プ
ランジャロッドに係合し、
　前記相互作用が、第１の相互作用であり、
　前記軸に対する前記ガイドの第１の偏向が、前記第１のボスと前記第１の突起部との間
の前記第１の相互作用に応じ、
　前記軸に対する前記ガイドの第２の偏向が、前記第２のボスと前記第２の突起部との間
の第２の相互作用に応じる、請求項１に記載のデバイス。
【請求項２８】
　前記行路、前記突起部、および前記ボスが、前記第１の偏向および前記第２の偏向を少
なくともほぼ同時に提供するように構成されている、請求項２７に記載のデバイス。
【請求項２９】
　前記行路が、前記プランジャロッドの円筒表面に沿って前記プランジャロッドの遠位端
の近位にあり、前記行路が、前記突起部の近位に前記末端表面を含み、
　前記突起部と前記末端表面との間に配設された前記行路の路に沿った長さが、前記プラ
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ンジャロッドの送達ストロークに対応し、前記送達ストロークが、前記薬剤容器から前記
薬剤の投与量を放出し、
　前記ボスが、前記行路で前記プランジャロッドに係合し、前記ボスが前記末端表面に隣
接した状態で、前記薬剤容器内での前記プランジャロッドの遠位変位を限界決定し、前記
送達ストロークを終了させる反応表面を提供する、請求項４に記載のデバイス。
【請求項３０】
　前記ボスが、前記行路の側面に対して位置付けられることによって前記行路で前記プラ
ンジャロッドに係合する、請求項２９に記載のデバイス。
【請求項３１】
　前記ボスが、前記行路内に延在することによって前記行路で前記プランジャロッドに係
合する、請求項２９に記載のデバイス。
【請求項３２】
　前記路が、前記軸に実質的に平行であり、
　前記ボスが前記路に係合した状態で、前記反応表面が、前記軸周りの前記プランジャロ
ッドの回転運動を制限する、請求項２９に記載のデバイス。
【請求項３３】
　前記路が、前記軸周りの螺旋状であり、
　前記ボスが前記路に係合した状態で、前記反応表面が、前記軸周りの前記プランジャロ
ッドの回転運動を、前記軸に沿った前記プランジャロッドの軸方向運動に変換する、請求
項２９に記載のデバイス。
【請求項３４】
　前記突起部が第１の突起部であり、前記行路が第２の突起部をさらに含み、
　　前記第１の突起部と相互作用する前記ボスに応じた前記ガイドの第１の偏向が、前記
薬剤容器内での前記プランジャロッドの遠位変位の第１の段階に対応し、
　　前記第２の突起部と相互作用する前記ボスに応じた前記ガイドの第２の偏向が、前記
薬剤容器内での前記プランジャロッドの遠位変位の第２の段階に対応する、請求項４に記
載のデバイス。
【請求項３５】
　前記行路が、前記プランジャロッドの円筒表面に沿って前記プランジャロッドの遠位端
の近位にあり、
　前記行路の遠位長手方向路の近位部分が、前記第１の突起部を含み、前記近位部分が、
前記行路の中間路の遠位部分に隣接しており、前記中間路が、前記行路の前記遠位路と近
位路との間の前記円筒表面に沿って配設され、
　前記第１の段階が、前記プランジャロッドの初期遠位変位であり、前記初期変位が、動
作前に前記デバイス内に前記プランジャロッドを位置付ける、請求項３４に記載のデバイ
ス。
【請求項３６】
　前記中間路の遠位部分が、前記第２の突起部を含み、
　前記第２の段階が、前記デバイスの動作の開始である、請求項３５に記載のデバイス。
【請求項３７】
　前記中間路が、前記軸周りの螺旋状であり、
　前記中間路の一部分の螺旋形ピッチが十分に高く、これにより、前記ボスが前記中間路
の前記高ピッチ部分と係合した反応表面を提供した状態で、前記プランジャロッドの近位
端に加えられる遠位に方向付けられた長手方向力を回転力に変換し、
　動作中、前記回転力が、前記プランジャロッドの回転を駆動し、前記回転が、前記第２
の段階に含まれる、請求項３６に記載のデバイス。
【請求項３８】
　前記開始が、前記薬剤の放出のための準備を含む、請求項３６に記載のデバイス。
【請求項３９】
　前記準備が、前記薬剤の貯蔵形態から前記薬剤の放出可能な形態への前記薬剤の変換を
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含む、請求項３８に記載のデバイス。
【請求項４０】
　前記薬剤の前記貯蔵形態が、
　第１の成分と、
　前記第１の成分とは別に貯蔵された第２の成分と
　を含み、
　前記第１の成分と前記第２の成分との混合物が、前記薬剤の前記放出可能な形態を含む
、請求項３９に記載のデバイス。
【請求項４１】
　前記準備が、前記薬剤の送達前の前記薬剤容器からの空気の放出を含む、請求項３８に
記載のデバイス。
【請求項４２】
　前記中間路の近位部分が、前記第２の突起部を含み、前記中間路の前記近位部分が、前
記近位路の遠位部分に隣接しており、前記近位路が、前記末端表面を含み、
　前記第２の段階が、前記薬剤の送達の開始である、請求項３５に記載のデバイス。
【請求項４３】
　前記第２の突起部の近位にあり、かつ前記末端表面の遠位にある前記近位路に沿った長
さが、前記プランジャロッドの送達ストロークに対応し、前記送達ストロークが、前記薬
剤容器から前記薬剤の投与量を放出する、請求項４２に記載のデバイス。
【請求項４４】
　前記中間路が、少なくとも部分的に前記軸に平行であり、
　前記近位路が、少なくとも部分的に前記軸に平行であり、前記中間路から円周方向に変
位し、
　前記中間路の前記近位部分および前記近位路の前記遠位部分が、少なくとも部分的に前
記行路の円周方向の路によって結合され、
　動作中、前記送達ストロークが、前記行路と係合した前記ボスを前記中間路から前記円
周方向路を通じて前記近位路までシフトする前記プランジャロッドの回転によって可能に
される、請求項４３に記載のデバイス。
【請求項４５】
　前記近位路が、前記中間路から約９０度変位する、請求項４４に記載のデバイス。
【請求項４６】
　前記送達ストロークの完了の触覚的指示が、前記末端表面に対する前記ボスの隣接によ
って提供される、請求項４３に記載のデバイス。
【請求項４７】
　前記孔内での前記プランジャロッドの遠位変位の段階で起こる前記相互作用に応じた前
記ガイドの偏向が、前記相互作用の指示を生成して、前記段階の開始を信号伝達する、請
求項１に記載のデバイス。
【請求項４８】
　前記指示が触覚的である、請求項４７に記載のデバイス。
【請求項４９】
　前記ボス、前記ガイド、前記突起部、前記行路、前記プランジャロッド、前記フィンガ
ーフランジ、および前記薬剤容器のうちの１つ以上の１つ以上の特性が、前記指示の振幅
および前記指示の持続時間のうちの１つ以上を決定し、前記特性が、形状、潤滑性、およ
び弾性を含む、請求項４８に記載のデバイス。
【請求項５０】
　前記指示が聴覚的である、請求項４７に記載のデバイス。
【請求項５１】
　前記ボス、前記ガイド、前記突起部、前記行路、前記プランジャロッド、前記フィンガ
ーフランジ、および前記薬剤容器のうちの１つ以上の１つ以上の特性が、前記指示の振幅
、前記指示のピッチ、および前記指示の持続時間のうちの１つ以上を決定し、前記特性が
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、形状、潤滑性、および弾性を含む、請求項５０に記載のデバイス。
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